
事業名(通称) 事業概要・基本コンセプト 主要方針、当年具体策

受取会費 利用会員年会費 275,000

受取寄付金 まつり等売上 300,000

CS送迎協力金 324,000

事業収益 保育収入等 1,277,800

経常収益計 2,176,800

事業費 人件費 677,350

その他経費 721,000

管理費 人件費 0

その他経費 0

経常費用計 1,398,350

当期経常増減額 778,450

事業収益 受取補助金 2,700,000

保育収入 2,000,000

経常収益計 4,700,000

事業費 人件費 4,842,000

その他経費 248,000

管理費 人件費 0

その他経費 0

経常費用計 5,090,000

当期経常増減額 -390,000

受取助成金等 受取補助金 7,948,000

事業収益 講座等参加費収入 200,000

経常収益計 8,148,000

事業費 人件費 6,096,000

その他経費 2,102,000

管理費 人件費 0

その他経費 0

経常費用計 8,198,000

当期経常増減額 -50,000

事業収益 受託事業収益 30,000,000

経常収益計 30,000,000

事業費 人件費 26,405,000

その他経費 2,535,000

管理費 人件費 1,060,000

その他経費 0

経常費用計 30,000,000

当期経常増減額 0

受取寄付金 カンパ・買取り等 20,000

受取助成金等 0

事業収益 食事代収入等 790,000

事業収益 給付金事業収益 35,187,350

経常収益計 35,997,350

事業費 人件費 19,616,000

その他経費 6,799,450

管理費 人件費 3,450,000

その他経費 25,000

経常費用計 29,890,450

当期経常増減額 6,106,900

受取助成金等 JT助成事業 1,000,000

受取寄付金 寄付金 15,000

自己資金 カンパ等 285,000

経常収益計 1,300,000

事業費 人件費 405,000

物品購入費 353,200

食材費等 300,000

謝礼金等 135,000

その他経費 106,800

経常費用計 1,300,000

当期経常増減額 0
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活動予算（抄）

＜大阪狭山市地域子育て支援拠点事業実施
基準＞
「子育て中の親子の出会い・交流・学び・相談の
場、異世代間交流」
旧くみのき幼稚園を拠点とした子育て広場（５分
野）の運営
　① 子育て親子の交流、つどいの場の提供
　② 子育てに関する相談、援助の実施
　③ 地域の子育て関連情報の提供
　④ 子育て及び子育て支援に
　　　関する講習の実施
　⑤ 異世代間の交流機会の実施

特定非営利活動法人 ワークレッシュ

～子どものためのコミュニティ・ス
ペース～ワークレッシュ
（１６期目）
「CS、保育、自主事業」
【実施場所】旧くみの木幼稚園保育
室のうち一室
【開設日数】２８３日開設
【実施日時】月～土（日・祝休）
但し、依頼に応じて随時
【対象者】
利用会員６０家庭（居住地、年齢等
は不問）

「年齢・校区を問わない夜間までの地域の子ども
の居場所づくり」
「公的資金を伴わない、行政サービスの行き届
かない領域の子ども・子育て支援、それを通じた
コミュニティの関係づくり」

*会員制＆予約制の保育
*食事提供・送迎協力
*日・祝、17:01～翌9:59の時間外保育
*小学生以上（一時預かり事業の対象外）の
利用

*出張保育
（会議・研修・イベント時の保育）
*地域イベントへの参加
*講師派遣

遊びが学び、暮らしが仕事
日月火水木金土に触れる毎日を

・幼稚園児や小学生が地域で育ち活躍する場としての
取組を進め、会員の定着を図る。
（ex.ビイバのプロジェクト実施回数を増やし、活動内容を
利用者と共に企画する等、参画意識を高めることで
利用につなげる。）
・多岐にわたる相談やニーズに対応できるよう、支援者と
しての資質向上に努める。（ex.研修、他事業所の視察
等）
・様々な環境の中にいる子どもや障害のある子どもが安
心して成長できる居場所となる。
・会員利用者層への関係と、他事業者との連携協力を
強化する。

次の３年に向けて…
*地域により一層開かれたひろば、市民が集い共に支え
合える場の運営
*相互にエンパワメントできる学びの場づくり
*多様な子育て支援の可能性の追求

・子育て世代の悩みや困りごとなどの情報収集からの
講座運営
・低年齢層子ども向け企画の増加と充実
・サークルルーム（さわらび）、さらなる有効利用！

障害児通所支援事業
児童発達支援・放課後等デイサービ
ス フェイス
（４期目）
「フェイス、放デイ、児童デイ」
【実施場所】茱萸木６丁目９８５－１
【開設日数】２８４日
【開設日時】
月～金　１２時３０分～１８時３０分
土・長期休暇中　１０時～１８時
【対象者】
障害のある児童 (契約家庭数２１）

<児童福祉法に基づく指定障害児通所支援
事業>
「利用する児童の身体及び精神・環境に応じ
て、日常生活における基本的動作や知識技
能の習得、並びに集団生活に適応するため
の指導訓練等を効果的・継続的に提供し、
生活能力の向上と地域社会との交流を図
る。」

　・他者との信頼関係の形成
　・友達と過ごす心地よさや楽しさを味わう
　・葛藤を調整し、主張し、折り合いをつける
　・自己選択/自己決定

「衣食住に密着した暮らし」の体験を、仲間と共同
で学ぶことをプログラムの重点とし、[食とコミュニケー
ション」をテーマとする。
日常や定期的なやりとりだけでなく、行事や保護者交流
会等を通じて学び合いの関係づくりを促し、家族とも
信頼関係と協調の力を築いていく。相談支援機関や学
校はもとより、児童が併用する近隣のデイサービス事業
所とのコミュニケーションをリードし、支援の統一あるいは
分担を図る。

上記の日常取組から、大阪狭山市地域自立支援協議
会に上げた提案を進めて、JT助成事業と絡め、必要な
社会資源の開発（仮称：子ども活動支援センター）のう
ねりを児童・家族と共に形にしていく。
サービス提供の構えとしては、時に相次ぐ相談やご利用
希望に応じられるよう、次代を担う人材の登用と養成に
注力していきたい。

2017年度JT NPO助成事業（単年）
　おむすび小屋
「安全網から外れた児童家庭が
主役の、たそがれ時のコミュニ
ティ・スペース運営」

‘地域’の懐力で、
　　　お世話になり合えるつながりを
「子どもと保護者・地域住民・支援者が共に
参加する、インフォーマルなつながりの場」
～軽食・学習・休息・遊びと交流の場・一次相談
～
　毎週１回　１７時～２０時（計４５日）
　子育て広場閉館後の中庭をベースに、
　登録制・予約不要・出入り自由

◆地域の居場所や出会いの機会を提供すること
で、地域の孤立を阻止！
◆安心な関係とふれあいによる、 悩みの解決や
孤独の解消、関係性の修復！
◆いろいろな人・団体が共に参加することによる
支援の連携

行政の子育て支援施策メニューや福祉サービス事業の
充実の一方で、
　　貧困・虐待の懸念のある児童とその家族
　　サービス利用から外れる児童とその家族
　　待機、未認定、サービスの不足・不適、未知　など
さまざまな要因によって
地域から孤立しがちな人たちや、
困っているのに声をあげられない人たちの存在が明らか
に…

本年度はパイロット事業として取組み、地域自立支援協
議会や行政に成果と課題を示しながら、次の展開を模
索・リードしていく

子育て拠点施設における一時預かり
事業
（５期目）
【実施場所】茱萸木６丁目９８５－１
ファンズガーデン（遊戯室）及び保育
室のうち一室
【開設日数】２７６日開設
【実施日時】月～土：１０時～１７時
【対象】乳幼児（延べ1,100人）

＜地域子育て支援拠点事業実施要綱＞
「保護者の育児疲れの解消・急用の一時的な
ニーズに対応」

●主なコース●
*キッズ・ファンズ
　（対象2歳以上・月～土10:30～14:30）
*ビイバ（1day）
　（対象5歳以上・月～土10:00～17:00）
*会員外の単発利用
　（月～土10:00～17:00 １時間700円）

ワークレッシュの保育事業と同様の方針の下、
核家族、専業主婦層を中心とした単発・不定期的な保
育と共に、保護者の就労や都合による緊急の保育依
頼のニーズに柔軟に対応

・未就園児の子ども同士の生活・遊び体験、社会経
験の機会を提供

・子育て応援チケットを活用し、利用者数の増加！

大阪狭山市第七放課後児童会運営
業務
（１０期目）
「第七、大地・銀河・天空、海青」
【実施場所】東茱萸木2丁目865番
地
【開設日数】２９０日開設
【開設時間帯】
平常時：１３時～１９時
学校休業日、土曜：８時～１８時
【対象】大阪狭山市立第七小学校の
放課後児童会入会児童　在籍者数
１４０名（１０９家庭／６月現在）

＜大阪狭山市第七放課後児童会運営業務に
関する委託契約書＞
＜大阪狭山市第七放課後児童会運営業務仕
様書＞

目標「子どもを主体に、共に育ち広がるコ
ミュニティの形成を」
① より安心して働ける、支えあいの環境づくり
② 子どもたちの自立心と思いやりの心を育み、
他者との関わり合いを学ぶ場づくり
③ 安全・安心のための学校・地域との輪づくりと
現場マネジメントの強化

上記の目標を踏まえつつ、毎日のミーティングや
情報共有、多様な人材の活躍を通じ、自立と連
携を兼ね備えた重厚な４クラス体制を固める。
市担当課や他事業者と共に、入会児童数の増
加に伴う諸課題の改善に取組む。
児童と保護者の信頼を根付かせ、地域と子ども
たちにとって無くてはならない生活の場、人間関
係形成の場としての児童会を盛り立てていく。

児童を一人の人間として尊重して関わることを第一に、
放課後児童会での種々の経験を通じて人間同士の関
係性を培っていけるよう、長く運営に携わっていくことを
大切にする。
日常の遊びや学習のみならず、友人・家族との関係や
感情の細やかな変化と成長を知り、子どもが今何を感じ
ているかということを常に多面的な視座で捉え直し、情
緒の安定を図ると共に、他者と信頼関係を築きながら成
長できるよう支え、促進する。

［重点項目］
・ 統括支援員と事務員の配置、多様な人材の登用
重層的かつ安定的に人材が継続して関わることにより、
児童の自由で自主的な活動や日常生活体験を保障す
る。
・ 行事等の企画運営
子ども達の楽しめるイベント、文化活動、季節行事を計
画して実施する。

地域子育て支援拠点事業
大阪狭山市つどいの広場事業
（１３期目）
ファンズガーデン
【実施場所】茱萸木６丁目９８５－１
【開設日数】２７６日開設
【実施日時】
月～土（土曜日は概ね月３回）
10時～1６時
【対象】乳児・未就園児とその保護
者、
1日１０組以上


